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  令和４年３月１４日 a 

立山町立雄山中学校 a 

 
 

世界が平和であるために ～今、自分たちにできること～ 
校長 高瀬 知郎    

２月２４日、ロシアがウクライナへの侵攻を開始しました。国際社会が恐れていたことが現実とな

り、大国の力の論理（武力行使）による現状変更に世界は驚きおののいています。国際法で使用が禁

じられている兵器や核兵器の使用までほのめかす指導者の言葉が報じられるなど、事態は日ごとに深

刻さを増し、経済制裁や武器供与等による国際対立も激化してきました。３月３日時点で子供を含む

ウクライナの民間人の死者は 2000人にも達すると報じられています。あの瓦礫
が れ き

の下で、罪もない人が

血を流し命を奪われているのです。多くの人々が命の危険にさらされ、必死の思いで

国外に脱出しようとしています。 

世界中が、これらの悲惨なニュースや映像に心を痛めながら固唾
か た ず

を飲んで見守っ

ている毎日ですが、私たちはこの事態をどのように受けとめ、どうあればよいのでし

ょうか。中学生に何ができるかを考えてみました。 
 

より正確と思われる報道から事実を把握する 

まずは正確な事実を知ることです。どのメディア媒体
ばいたい

が、より正確な情報を報じ

ているのでしょうか。特にインターネット上には、フェイクニュースや偏った思想

等、様々な情報が多く混在しており、うっかり信じ込むと危険な場合があります。

根拠のある情報を責任をもって報じているのは、やはりテレビのニュース報道と新聞でしょう。特に

新聞は、文字情報だけでなく写真や図・グラフ等の情報を組み合わせ、繰り返し読んで理解すること

ができる信頼性の高いメディアです。みんなで新聞を開いて現実を見つめましょう。 
 

家族や友達と情報を共有し思いを交流する 

そして、互いに情報を交換し合い、「自分はどう思うか」という意見や考えを伝え合うのです。周り

の人がどんな捉え方をしているのかを知り自分の考えと比較することが、自分を知り世の中を知るこ

とになります。その中で、「いま自分たちにできることはなんだろう？」というテーマで一緒に考えて

みるといいですね。 

また、なぜ人間は「戦争」をやめられないのだろう？人の命を奪う道具である「武

器」がなくならないのはなぜ？「歴史は繰り返す」っていうけど、結局人類は進化

してないの？などの疑問について話し合ってみましょう。それが「平和」の意味を

深く考えることです。 
 

世界の平和につながる自分の生き方を考える 

その上で、「では、自分はどう生きるのか」です。どうやって世の中に役立ち、

平和な社会づくりに貢献していくのか。そして、そんな自分になるためには、ど

んな努力が必要なのかを考え、今の自分なりの答えを出してみてください。私が

教員の仕事を志すようになったのは、高校生のときにそう考えたからです。平和な世界を築くために

一番有効で大切な仕事、それが教職だという結論にたどり着いたからです。だから、自分の中では就

きたくない職業の第１位だった仕事を敢えて選択し、そのための努力を始めました。皆さんはどう考

えますか。そして、世の中をよくするためにどんな仕事や生き方を選びますか。 

学校だより 
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卒業・進級によせて ～学年主任からのメッセージ～ 

 

１年間を振り返って  第１学年主任 松本 瑞美 

令和３年４月８日、午前９時２５分、真新しい制服姿の新入生が

参列者に見守られながら体育館に入場しました。その表情からは期

待や不安等、さまざまな思いが感じられましたが、眼差しの奥には

中学校生活への希望を思わせる力強さがありました。 

あれから 11か月。入学式が昨日のことのように思い出されます。 

汗をかきながら自転車で登校したり、学校生活の中で友達と関わったりしていく中で、心と身

体が大きく成長した１年間でした。コロナ禍で制限があり、思うように活動できなかったことも

あると思います。 

そんな状況の中でも、中学校で体験する体育大会や合唱コンクール等の行事や部活動に精一杯

に取り組み、最後には充実した表情を多く見せてくれました。 

４月からは２年生。後輩の手本となるように、規律ある学校生活をこれからも続けてください。 

また、中学校での学習も本格的になってきます。３年生になって自分の進路希望を実現させる

ために、簡単に諦めることなく、粘り強く取り組んで成果を出してほしいと思います。 

保護者の皆様、１年間ありがとうございました。来年度もよろしくお願いいたします。 

 

 
 

最高学年に向けて  第２学年主任 若﨑 勝 

 入学してから早くも２年の月日が過ぎようとしています。「積土成山
せきどせいざん

」という言葉を信じ、生徒

はこれまでの学校生活を頑張ってきています。しかし、新型コロナウイルス感染症の蔓延によっ

て様々な活動に制限がかかり、思うように実施できていないのも事実です。 

その中でも、今年度は校外学習を実施しました。次年度の修学旅行を視野に入れ、ルールや持ち

物の素案作り、学年総会の準備運営をほぼ生徒の力のみで進めました。また、不明なことは積極

的に質問し、仲間と意見交換しながら柔軟に対応できたこと等、大きな自信と力を付けることに

つながりました。その頑張りもあり、校外学習当日は終始笑顔があふれ、楽しそうに活動してい

たことが今も印象に残っています。この経験を、ぜひ今後に生かしてくれることを期待しています。 

いよいよ、雄山中学校を背負って立つ最高学年となります。これまで、

少しずつ少しずつ積み重ねてきた努力が、残りの１年間で更に大きな

「山」を成し、「最高の卒業式」を迎えられるよう、ここからの生徒の

頑張りもスタッフ全員でサポートしていきます。 

今年度も、様々な面でお力添えをいただきありがとうございました。

今後も、保護者の皆様のご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 
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県内に存在感を示す雄中生の活躍！ ～受賞報告～ 

卒業は「ゴール」ではなく「スタート」  第３学年主任 松原 剛志 

ご卒業おめでとうございます。 

義務教育を終え、いよいよ４月からは自らの力で人生を切り拓いていくことになります。そう

いう意味で、中学校卒業というのは「ゴール」ではなく、「スタート」です。 

中学校での３年間、生徒は仲間と共に多くの活動を通して成長してきました。その活動の中に

は大成功もあったでしょうし、大失敗もあったことでしょう。その度に一喜一憂して大喜びした

り大泣きしたり・・・。私達大人から見れば「そのくらいで」と思ってしまうようなことが、生徒

にとっては人生の一大事なのです。だからこそ、生徒は経験を重ねる度に大きく成長してきまし

た。 

「１４歳の挑戦」「修学旅行」等、皆さんが楽しみにしていた

行事がなくなったことは大変残念なことでしたが、この逆境の中

で新しい活動を企画し楽しんでくれました。大きな感動を与えて

くれた「体育大会」や「合唱コンクール」もあり、あらためて３

年生としての成長をうれしく思います。 

今、世界中の多くの人が、新型コロナウイルス感染症で苦しん

でいます。授業を受けたり、友達と話したりといった「当たり前

のこと」が難しくなりました。経験することの大切さを知っているからこそ、そんな当たり前の

ことが本当に貴重で大切なものだったと気付かされます。 

この先は楽しいことも苦しいことも、今まで以上にあると思います。そんなときには雄山中学

校で頑張ったことや共に過ごした仲間のことを思い出し、前に向かって進んでほしいと思います。 

皆さんが自分だけの道を見付けられるよう願っています。 
 

 

 
 

富山県中学校体育連盟 

スポーツ表彰 

 
 剣道部部長として、部員を支えた。個人とし

ても全国中学校体育大会に出場し、ベスト１６

の成績を残した。 

 
 駅伝部の中心選手として、チームに貢献した。

県中学駅伝ではＭＶＰを受賞し、全国中学駅伝

では１区を走り６位の成績を残した。 

富山県中学校文化連盟 

文化表彰 

 
 吹奏楽部部長として部活動運営に努めるとと

もに、自身もフルート奏者として県アンサンブ

ルコンテスト（木管三重奏）で銅賞を受賞した。 

 

 絵画や書の創作を意欲的に行い、「富山県民家

庭の日 ポスターの部」で県知事賞、「ＪＡ共済

全国書道コンクール 県大会」で北日本新聞社

賞を受賞した。 

富山県をよくする会 

個人表彰 
 

 生徒会長として、人と人とのつながりを大切

に考え、「朝の挨拶運動」「感染防止対策を考え

た体育大会運営」「古着 de ワクチンプロジェク

ト」等の活動を進めた。 

富山県善意銀行 

親切・善行表彰 
 

 生徒会で取り組んだ「古着 deワクチンプロジ

ェクト」の活動の中心として、企画の成功へと

導いた。また、「朝の挨拶運動」には欠かすこと

なく参加し、明るい学校づくりを進めた。 
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１学年企画「東京リベンジャーズ ⇒ 雄山りくンジャーズ」 

２学年企画「雄中の刃 ～義務教育編～」 

生徒会企画「３年間の思い出スライドショー」 お礼の言葉 

 

 
 

 ３月１０日（木）、体育館で卒業を祝う会を開催しました。 

入試日程を終えた３年生に、在校生がさまざまな企画を通して

感謝の思いを伝えました。 

工夫を凝らした寸劇やダンス、スライドショー

を前に、会場にはあたたかい笑い声が響きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

                               新型コロナウイルスの感染拡大予防のため、予定を変更することがあります。 
 

６日(水) 始業式、離任式、着任式 

     ＊給食・部活動なし 

７日(木) 給食開始、入学式準備 

８日(金) 入学式 

１１日(月) 中教研学力調査 

（２・３年、国語・理科・英語） 

１２日(火) 中教研学力調査（社会・数学） 

      発育測定（３年） 

      生徒会オリエンテーション 

 

１３日(水) 発育測定（１・２年） 

１８日(月) 中新川郡中学校教育研究会 

      ＊部活動なし 

１９日(火) 全国学力・学習状況調査（３年） 

２３日(土) ＰＴＡ学習参観、ＰＴＡ総会 

      ＊給食・部活動なし 

２５日(月) 振替休業 

  

  
学校ホームページも随時更新しています。 

ぜひ、ご覧ください。 
雄山中学校 

４月の行事予定 
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「出航 ～切り開け未来～」 感謝の思いを詰め込んだ「卒業を祝う会」 

３学年代表 

素敵な祝う会を企画してくださりありがとう

ございました。時間をかけて、僕たちのために

劇やダンス、掲示物等を準備してくれたことが

うれしいです。 

在校生の皆さんは卒業までにまだ多くの日に

ちがあります。ですが、その時間は長いようで

本当に短いです。仲間と学び、共に笑い合える

日々を大切に過ごして、学校生活を楽しんでく

ださい。皆さんのおかげで僕たちは安心して卒

業できます。 


